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平成25年度 (H25.1.1・H25.21.31)研究業績

五福キャンパス

センター長・教授

准教授

講師

看護師

看護師

看護師(非常勤)

カウンセラー(非常勤)

斎藤清二

西村優紀美

竹津みどり

角間純子
山田真帆

康上虞里子

細川 祝

Seiji Saito 
Yukimi Nishimura 
Midori Takezawa 
J unko Kakuma 
Maho Yamada 
Mariko Hirokami 
Iwai Hosokawa 

斎藤清ニ

【著書】

1 )斎藤清二:事例研究というパラダイム-臨床

心理学と医学を結ぶ-岩崎学術出版社，東

京， p 1 -267. (2013.8) 

{論文】

1 )斎藤清二:医療におけるナラテイブ・アプ

ローチと物語能力.総合リハビリテーション

41 (1) : 35-40， 2013. ( 1月)

2)桶谷文哲，斎藤清二:発達障害のある大学生

との個別面談一対話分析による検討一.学園

の臨床研究 12 : 67-76， 2013. (3月)

3)八島不二彦，今井優子，斎藤清二，宮脇利男，

西川友之，立波勝，松井祥子，瀬尾友徳，竹

j畢みどり，酒井渉，彦坂伸一，野原美幸，二

上千恵子，原揮さゆみ:富山大学における自

殺防止対策システムの構築と活動実績.学園

の臨床研究 12 : 13・18，2013. (3月)

4)吉永崇史，桶谷文哲，西村優紀美，水野薫，

日下部貴史，斎藤清二:筋ジストロフィーの

ある大学生への修学支援.合理的配慮提供の

プロセスの観点から-学園の臨床研究

12 : 5-12， 2013. (3月)

【その他の出版物・電子教材等】

1 )斎藤清二，吉永崇史:ロンドン・プロジ、ェク

トー医療と心理支援の多文化ナラテイヴ方法

の探求一.ゃまだようこ編，多文化横断ナラ

ティヴ-臨床支援と多声教育. 70-95. 2013. 

(3月) (平成20-23年度文部科学省科学研究

費基盤研究 (A)報告書)

[学会，研究会等における学術講演】

1 )斎藤清二:心理臨床事例研究理論の再構築.

日本心理臨床学会第32回秋季大会，理論研究

シンポジウム (SC1・01-02)2013.08.26，横浜

市.

2)斎藤清二:カウンセリングにおける「エビデ

ンスに基づく実践J-医学と心理学における

歴史から一日本カウンセリング学会第46回大

会，シンポジウム「エビデンス・ベースト・

カウンセリングの新たな発展性J2013.08.31， 

鳩山市.

3)斎藤清二:指定討論，自主シンポジウム「社

会参入に向けた発達障害大学生支援~異文化

交流から生まれる『私達の物語』と自己理解

~J ， 日本LD学会第22回大会， 2013.10.14， 
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横浜市.

4)斎藤清二:大学における障害学生支援体制に

ついて~富山大学の発達障害学生支援の経験

から~第51回全国大学保健管理研究集会:

特別セッション 3 i大学における障害学生支

援についてJ，2013.11.14，岐阜市.

【その他の講演等1
1 )斎藤清二:指定討論.多職種連携セミナー

「ナラテイブ一過去・現在そして未来-J
2013.03.03，砺波市.

2)斎藤清二:富山大学における総合的学生支援

一特にコミュニケーション支援と自殺防止活

動について-金沢大学理工学域第5回FDシ

ンポジウム， 2013.03.14，金沢市.

3)斎藤清二:緩和医療におけるナラテイブとエ

ビデンス.富山大学附属病院集学的がん診療

センター緩和ケア部門講演会， 2013.3.15，富

山市.

4)斎藤清二:富山大学における発達障害大学生

への支援-特にグレーゾーン学生への対応、を

中心に一.北陸学院大学第3回自閉症スペク

トラム研究会， 2013.04.17，金沢市.

5 )斎藤清二:ナラテイブ・アプローチと緩和医

療，第11回静岡サイコオンコロジー研究会ー

がん患者の心のケアを考える会一，

2013.05.25，浜松市.

6)斎藤清二:信頼関係を育む医療コミュニケー

ションーナラテイブ・アプローチの観点から

- 2013.6.13，大阪市

7)斎藤清二:医療におけるナラテイブ・アプ

ロ}チ.第17回左京医師会地域連携懇談会講

演， 2013.08.03，京都市.

8)斎藤清二:ナラテイブ・アプローチの実際に

ついて(1 )，富山産業保健推進センター産

業保健セミナー， 2013.08.09，富山市.

9)斎藤清二:物語が持つ力と物語能力への支

援.富山福祉短期大学第 1回共創福祉研究

会， 2013.08.20，射水市.

10)斎藤清二:ナラティブ・アプローチによる発

達障害大学生支援.石川県看護教育現任教育

研修会， 2013.8.23，金沢市.

11)斎藤清二:ナラテイブ・アプロ}チの実際に

ついて(2 )，富山産業保健推進センター産

業保健セミナー， 2013.09.06，富山市.

12)斎藤清二:看護におけるエピデンスとナラ

ティブを巡って. 2013年度全国看護セミ

ナー， 2013.09.21，青森市.

13)斎藤清二:患者中心の医療のための車の両輪

NBMとEBM. 第25回東海大学医学部卒前医

学教育ワークショップ， 2013.9.26，御殿場市.

14)斎藤清二:発達障害のある学生の学生相談と

学生生活支援について.平成25年度障害学生

支援セミナー[21， 2013.10.31，江別市

15)斎藤清二:医療におけるナラテイブとエビデ

ンス.市立敦賀病院医師研修会， 2013.11.12， 

敦賀市.

16)斎藤清二:医療におけるナラテイブ・アプ

ローチ~語る/聴く・書く/読む~第 6 回

地域医療をチームで担う人材育成研修，滋賀

県立成人病センター， 2013.11.16，守山市.

17)斎藤清二:看護におけるエピデンスとナラ

ティブを巡って. 2013年度全国看護セミ

ナー， 2013.11.23，鹿児島市.

18)斎藤清二:発達障害学生への合理的配慮をど

う提供するか~富山大学の支援経験から~平

成25年度障害学生支援セミナー【61.
2013.12.02，富山市.

19)斎藤清二:医療におけるナラテイブ・アプ

ローチー慢性癖痛患者の語りを中心に一.第

6回セファロ・ニューロ・サイコリウマトロ

ジー研究会， 2013.12.21，大阪市.
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西村優 紀美

【著書1
1 )西村優紀美 (2013)高校卒業後の進路につい

て-Q55---57.柘植雅義，石隈利紀編著，高

等学校の特別支援教育.金子書房， 111-116. 

2)西村優紀美・斎藤清二 (2013)コアから思考

する一大学学生相談.村瀬嘉代子・森岡正

芳，臨床心理学増刊第 5号一実践領域に学ぶ

臨床心理ケーススタデイ.金剛出版， 122-

128. 

【学会，研究会等における学術講演】

1 )西村優紀美:発達障害のある学生に対する支

援について.東海学園大学. 2013.3.7.愛知.

2)西村優紀美:発達障害大学生に対する支援と

事例検討.悌教大学. 2013.3.10.京都.

3)西村優紀美:発達障害のある学生への支援に

ついて一事例検討を中心に.明治学院大学.

2013.3.16.東京.

4)西村優紀美，桶谷文哲，水野薫，日下部貴史:

発達障がいのある大学生に対する就労移行支

援~継ぎ目のない支援を目指して--- 日本学

生相談学会第31回大会研究発表. 2013.5.19. 

沖縄.

5)西村優紀美:発達障害大学生の修学支援.看

護系大学サポートスペクトラム研究会.

2013.7.14.沖縄

6)西村優紀美:発達障害のある訓練生に対する

対応について.富山職業訓練センター北陸ブ

ロック職員研修会. 2013.7.29.富山.

7)西村優紀美:学校カウンセリング講座「不適

応行動の捉え方J.富山県総合教育センター.

2013.8.6.富山.

8)西村優紀美:発達障がい児童を含む学級づく

り.能美市立寺井小学校研修会. 2013.8.6. 

石川.

9)西村優紀美:発達障がいを持つ学生への支援

について.平成25年度日本大学学生生活委員

夏期研修会. 2013.8.7.長野

10)西村優紀美:すべての子どもが輝く学校づく

り~特別な教育的ニーズに対応できる組織の

在り方.平成25年度珠洲市校長・教頭合同研

修会，教務主任研究主任研修会. 2013.8.8. 

石川.

11)西村優紀美:大学における発達障がい学生の

支援体制づくり. 日本自閉症スペクトラム学

会第12回研究大会自主シンポジウム指定討

論.2013.8.18.神奈川.

12)西村優紀美:発達障害大学生に対する修学支

援一合理的配慮の探求平成25年度鹿児島

大学FD.SD合同研修会. 2013.10.5.鹿児島.

13)西村優紀美，村田淳，ソルト，横山弘和:社

会参入に向けた発達障害大学生支援.一般社

団法人日本LD学会第22回大会自主シンポジ

ウム企画・発表. 2013.10.14.神奈川.

14)西村優紀美:発達障害のある生徒への対応.

宮城県特別支援教育総合センター主催発達障

害教育研修会. 2013.10.1.宮城

15)西村優紀美:発達障がい学生への支援と課題.

近畿大学第 2回障がい学支援講演会.

2013.10.30.大阪
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竹津みどり

{論文1
1 )寺島 瞳・宇井美代子・宮前淳子・竹津みど

り・松井めぐみ 2013大学生におけるデート

DVの実態の把握一被害者の対処および別れ

ない理由の検討-筑波大学心理学研究， 45， 

113-120. 
2)宇井美代子・宮前淳子・寺島 瞳・松井めぐ

み・竹j畢みどり 2013マンガ雑誌における

デートDV描写 玉川大学人文学科研究セン

タ一年報 fHumanitasJ，4， 89-105. 

[学会発表】

1 )竹津みどり 2013高齢者における介護に対す

る不安・抵抗感の様相(1 )，ヒューマン・

ケア心理学会第14回大会， 79. 
2 )竹津みどり 2013情報通信技術を用いた交際

相手からの暴力:経験頻度と被害者の行動へ

の影響， 日本心理学会第77回大会， 3AM-
045. 

3)松井めぐみ・宮前淳子・宇井美代子・竹津み

どり・寺島瞳 2013デートDVの実態の検討

(8 )交際人数，居住形態と被害行為との関

連 日本心理学会第77回大会， 1AM-048. 

{講演その他1
1 )竹津みどり 知っていますか?デートDV

富山大学保健管理センター杉谷支所予防啓

発セミナー 2013ふ7.
2)竹津みどり デートDVを知っていますか?

富山大学理学部新入生対象セミナー

2013.6.26. 
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杉谷キャンパス

教授(併)

准教授

臨床心理士

臨床心理士(非常勤)
技術職員

看護師(非常勤・前)

看護師(非常勤)

北島 勲 IsaoKi taj ima 
松井祥子 ShokoMatsui 
酒井 渉 WataruSakai 

佐野隆子 TakakoSano 
高倉一恵 KazueTakakura 
島木貴久子 Kikuko Shimaki 

野口寿美 HitomiNoguchi 

【著書1
1 )松井祥子:IgG4関連肺疾患. r呼吸器疾

患-stateof arts ver.6J.北村諭・巽浩一

郎・石井芳樹編集 301-303，医歯薬出版，

東京， 2013. 

【原著1
1) Matsui S， Hebisawa A， Sakai F， Yamamoto 

H， Terasaki Y， Kurihara Y， Waseda Y， 

Kawamura T， Miyashita T， Inoue H， Hata N， 

Masubuchi H， Sugino K， Kishi ]， Kobayashi 

H， Usui Y， Komazaki Y， Kawabata Y， Ogura 

T. Immunoglobulin G 4 -related lung disease: 

clinicoradiological and pathological features. 

Respirology. 2013 Apr; 18 (3) : 480-7. 

2) Ichikawa T， Hayashi R， Suzuki K， Imanishi 

S， Kambara K， Okazawa S， Inomata M， 

Yamada T， Yamazaki Y， Koshimizu Y， 

Miwa T， Matsui S， Usui I， Urakaze M， 

Matsuya Y， Sasahara M， Tobe K. Sirtuin 1 

activator SRT1720 suppresses inflammation 

in an ovalbumin-induced mouse model of 

asthma Respirology. 2013 Feb; 18 (2) : 332-

339. 

3)松井祥子，高倉一恵，島木貴久子，野口寿美，

佐野隆子，酒井渉，北島勲.麻疹アウト

ブレーク:その後.学園の臨床研究. 2013; 

12: 1-5. 

4)酒井渉，松井祥子，富山大学医薬系学務グ

ループ，高倉一恵，立瀬剛志，吉永崇史，水

野薫，原j畢さゆみ，瀬尾伴徳，日下部貴史，

島木貴久子，佐野隆子，四間丁千枝，島田尚

佳，宮村健壮，舟田 久，贋川慎一郎，宮脇

利男，北島 勲.医薬系キャンパスにおける

学生支援の現状と課題一安全配慮義務との関

連からー.学園の臨床研究. 20日;12 : 77-

82. 

5)酒井渉，水野薫，原津さゆみ，立瀬剛志，

吉永崇史，富山大学医薬系学務グループ，松

井祥子，高倉一恵，四間丁千枝，島木貴久子，

島田尚佳，佐野隆子，北島 勲.修学サポー

トグループの有用性についての検討-学生支

援モデルとの関連から一. Campus Health 

2013 ; 50 : 74-78. 

【症例報告1
1) Murakami]， Matsui S， Ishizawa S， Arita K， 

Wada A， Miyazono T， Hounoki H， Shinoda 

K， Taki H， Sugiyama T. Recurrence of 

IgG 4 -related disease following treatment 

with rituximab. Mod Rheumatol. 2013 Nov; 

3 (6) : 1226・1230.

2)平井忠和，村上純，大原一将，松井祥子，

城宝秀司，峯村正実.労作時息切れと下腿浮

腫を主訴とした原発性マクログロプリン血症

の 1例. 日内会誌 2013; 102 : 3253-3260. 

【総説1
1 )松井祥子. IgG4関連肺疾患. 日本胸部臨床.

2013 ; 72 : S263-268. 
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2)松井祥子. IgG4関連肺疾患.アレルギーの

臨床. 2013; 33 (5) : 43-47. 

3)松井祥子. IgG4関連肺疾患の診断と治療.

呼吸器内科 2013; 24 (3) : 278・283.

4)松井祥子. IgG4関連肺疾患. リウマチ科.

2013 ; 50 (6) : 697・700.

5)酒井 渉. 2012年度における学生相談界の動

向.学生相談研究 2013; 34 : 62・75.

[学会報告1
1) Matsui S， Hayashi R， Yamada T， Suzuki K， 

Tokui K， Inomata M， Imanishi S， Taka C， 

Tsuda T， Kanbara K， Okazawa S， Ichikawa 

T， Miwa T， Tobe K. Comparison of clinical 

features in igG4-related disease and 

sarcoi dosis. A T S 2013 In terna tion al 

Conference， 2013 May 17-22; Philadelphia. 

2) Terasaki Y， Ikushima S， Ichimura Y， Ujita M， 

Matsuzawa Y， Arita M， Tomii K， Komase Y， 

Ohwan 1， Murakami M， Nishimoto N， Matsui 

S， Ogura T. Comparison of pathological 

features of the lung lesions of systemic 

IgG4-related disease and multicentric 

Castleman's disease. ATS 2013 International 

Conference， 2013 May 17-22; Philadelphia. 

3) Ikushima S， Terasaki Y， Hebisawa A， Johko 

T， Sakai F， Nishimoto N， Ogura T， Ohta Y， 

Ishii H， Matsui S， Yamamoto H， Ichimura Y， 

Ujita M， Kawamura T， Bando M， Ishimoto 

H， Izumi S， Hata N， Tomii K， Owan 1， 

Kimura H， Komase Y， Matsuzawa Y， Arita 

M， Shiraki A. Analysis of multicentric 

Castleman's disease with pulmonary lesions. 

ERS annual congress 2013， 2013 Sept7-11; 

Barcelona. 

4) Matsui S. Intrathoracic involvement in 

IgG4-related disease. 12th International 

symposium on Sj凸gren'ssyndrome， 2013 

Oct9-12; Kyoto. 

5)猪又峰彦，津田岳志，徳井宏太郎，高千紘，

岡i畢成祐，神原健太，鈴木健介，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，松井祥子，

菓子井達彦.当院における既治療非小細胞肺

癌に対するS・1単剤治療の有効性と忍容性の

検討.第67回日本肺癌学会北陸支部会;2013 

Feb 9;金沢.

6)津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡津成祐，

神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，松井祥子，

菓子井達彦，野本一博.当院における

invasive mucinous adenocarcinomaの検討.

第67回日本肺癌学会北陸支部会;2013 Feb 

9 ;金沢

7)徳井宏太郎，津田岳志，高千紘，岡津成祐，

神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，松井祥子，

菓子井達彦.当院における悪性胸膜中皮腫

二次治療の検討.第67回日本肺癌学会北陸支

部会;2013 Feb 9 ;金沢.

8)鈴木健介，津田岳志，高 千紘，徳井宏太郎，

岡j畢成祐，神原健太，猪又峰彦，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，菓子井達彦，

松井祥子.高齢者進行非小細胞肺癌に対する

2次治療施行率の検討.第67回日本肺癌学会

北陸支部会;2013 Feb 9 ;金沢.

9)徳井宏太郎，津田岳志，猪又峰彦，鈴木健介，

山田徹，三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，

松井祥子，藤田健太郎.胸腺腫摘出術後に

Good症候群を呈した 1例.第219回日本内科

学会北陸地方会;2013 Mar 10 ;金沢.

10)岩男 悠，正木康史，中島章夫，佐伯敬子，

松井祥子，岡崎和一，川野充弘，平田信太郎，

藤川敬太，折口智樹，宮下賜一郎，坪井洋人，

梅原久範. IgG4関連疾患 iIgG4+ MOLPS 

(IgG4関連多臓器リンパ増殖症候群)， 

Castleman病，その他の多クローン性高 yグ

ロプリン血症の鑑別診断のための多施設共同

前方視的臨床研究」の中間報告.第57回日本

リウマチ学会総会・学術集会;2013 Apr 18-

20 ;京都.
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11)松井祥子. IgG4関連疾患と包括診断基準.

第57回日本リウマチ学会総会・学術集会;

2013 Apr 18・20;京都.

12)林龍二，津田岳志，徳井宏太郎，高千紘，

岡j畢成祐，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，

山田徹，三輪敏郎，松井祥子，戸遺一之.

喫煙関連間質性肺炎の検討 IPFとCPFEの

相違に関して.第53回日本呼吸器学会学術講

演会;2013 Apr 19-21 ;東京

13)津田岳志，林龍二，徳井宏太郎，高千紘，

岡津成祐，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，

山田徹，三輪敏郎，松井祥子，戸遺一之.

間質性肺炎におけるトリ関連抗体の意義.第

53回日本呼吸器学会学術講演会;2013 Apr 
19-21 ;東京.

14)猪又峰彦，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，

岡i畢成祐，神原健太，鈴木健介，山田 徹，

三輪敏郎，松井祥子，林龍二，戸遺一之.

日本人COPD症例におけるGOLDに基づいた

過去の急性増悪回数による分類と予後との関

係.第53回日本呼吸器学会学術講演会;2013 
Apr 19-21 ;東京.

15)酒井渉・水野薫・四間了千枝・松井祥子

学生相談窓口利用と精神的健康度との関連に

ついて一項目反応理論を用いて・学生支援モ

デルとの関連から一. 日本学生相談学会第31
回大会;2013 May 19 ;沖縄.

16)岩男 悠，正木康史，中島章夫，佐伯敬子，

松井祥子，岡崎和一，川野充弘，平田信太郎，

藤川敬太，折口智樹，宮下賜一郎，坪井洋人，

梅原久範厚労省(旧)梅原班における

IgG4関連疾患前方視的他施設共同研究の中

間解析結果.第53回日本リンパ網内系学会総

会;2013 May16・8;京都.

17)猪又峰彦，岡津成祐，津田岳志，徳井宏太郎，

高千紘，神原健太，鈴木健介，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，菓子井達彦，

松井祥子.非小細胞肺痛における肝転移巣に

対する薬物治療の腫蕩縮小効果の検討.第70
回呼吸器合同北陸地方会;2013 Jun 1-2 ;新

潟.

18)武藤須美玲，猪又峰彦，徳井宏太郎，高千

紘，岡j畢成祐，神原健太，朴木博幸，鈴木健

介，山田徹，篠田晃一郎，三輪敏郎，林

龍二，多喜博文，戸遺一之，松井祥子.

RS3PE症候群を契機に発見された肺扇平上

皮癌の一例.第70回呼吸器合同北陸地方会;

2013 Jun 1-2 ;新潟.

19)岡津成祐，津田岳志，徳井宏太郎，高千紘，

神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，山本善裕，

松井祥子，市川智巳正木康品下川一生，

今西信悟.実践型セミナー「富山呼吸器講習

会2013Jの開催報告.第70回呼吸器合同北陸

地方会;2013 Jun 1-2 ;新潟.

20)徳井宏太郎，神原健太，津田岳志，下川一生，

正木康晶，高 千紘，岡i畢成祐，猪又峰彦，

今西信吾，市川智巳，鈴木健介，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，松井祥子，戸遺一之，

菓子井達彦.末梢肺野悪性腫蕩の術前画像所

見とVBN併用EBUS-GSの診断率との関係.

第36回日本呼吸器内視鏡学会学術講習会;

2013 Jun 20-21 ;埼玉

21)青山美穂，鈴木健介，猪又峰彦，徳井宏太郎，

岡津成佑，山田徹，三輪敏郎，松井祥子，

土岐善紀，仙回一貴，峠正義，菓子井達彦，

野本博一，井村譲二，林龍二，戸遺一之.

前縦隔腫蕩との鑑別を要した甲状腺未分化癌

のー症例.第68回日本肺癌学会北陸支部会;

2013 Ju16 ;福井.

22)小林詩織，鈴木健介，猪又峰彦，徳井宏太郎，

岡j宰成佑，山田徹，三輪敏郎，松井祥子，

土岐善紀，仙田一貴，峠正義，菓子井達彦，

野本博一，井村譲二，林龍二，戸遺一之.

自己免疫性溶血性貧血を合併した胸腺腫の一

例.第68回日本肺癌学会北陸支部会;2013 
Ju16 ;福井.

23)大平徹郎，早稲田優子，各務博，岡津成祐，

松井祥子，岡崎彰仁，藤本由貴，森川美羽，

塩崎晃平.北陸 4県の呼吸器内科医師を対象
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としたアンケート調査報告.第71回呼吸器合

同北陸地方会;2013 Nov 9-10 ;富山.

24)木戸敏喜，岡津成祐，松井祥子，二日市有花，

徳井宏太郎，小尾麻衣子，神原健太，猪又峰

彦，鈴木健介，山田徹，三輪敏郎，林龍

二，戸遺一之.繰り返す気管支肺胞洗浄が有

効であった自己免疫性肺胞蛋白症の 1例.第

71回呼吸器合同北陸地方会;2013 Nov 9-10 ; 

富山.

25)二日市有花，岡津成祐，林龍二，木戸敏喜，

徳井宏太郎，小尾麻衣子，神原健太，猪又峰

彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，多喜博

文，菓子井達彦，松井祥子，戸遺一之. ドセ

タキセル投与後に致命的な略血，敗血症をき

たした肺扇平上皮癌の 1例.第71回呼吸器合

同北陸地方会;2013 Nov 9-10 ;富山.

26)高倉一恵，松井祥子，野口寿美，島木貴久子，

佐野隆子，酒井渉，北島勲.医薬系キャ

ンパスにおける風疹抗体価の動向.第51回全

国保健管理集会;2013 Nov13-14 ;岐阜

27)酒井渉，立瀬剛志，康川慎一郎，今中常雄，

細谷健一，北島勲.学生相談実践に関する考

察-障害学生支援および医療との棲み分け・

連携について一.第51回全国保健管理集会;

2013 Nov13-14 ;岐阜

28)島田清太郎，鈴木健介，猪又峰彦，徳井宏太

郎，岡j畢成佑，山田 徹，三輪敏郎，松井祥

子，林龍二，菓子井達彦，戸遺一之.パゾ

パニブによる肺臓炎の 1例.第70 回呼吸器

合同北陸地方会;2013 Nov 9-10 ;富山.

29)鈴木健介，猪又峰彦，津田岳志，徳井宏太郎，

高千紘，岡津成祐，神原健太，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，松井祥子，菓子井達彦，

戸遺一之.肺癌化学療法における副作用予測

マーカーとしてのクレアチニン・シスタチン

C比の有用性.第54回日本肺癌学会総会;

2013 Nov 21-22 ;東京

30)猪又峰彦，徳井宏太郎，岡津成祐，高千紘，

神原健太，鈴木健介，山田徹，三輪敏郎，

林龍二，松井祥子，戸遺一之，菓子井達彦.

EGFR遺伝子野生型・不明の未治療高齢者非

扇平上皮癌に対するベメトレキセド単剤療法

の有効性と副作用の検討.第54回日本肺癌学

会総会;2013 Nov 21-22 ;東京.

31)岡津成祐，猪又峰彦，鈴木健介，津田岳志，

徳井宏太郎，高千紘，神原健太，山田徹，

三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，松井祥子，

菓子井達彦.当院におけるべメトレキセド関

連薬剤性肺臓炎の検討.第54回日本肺癌学会

総会;2013 Nov 21-22 ;東京

{その他】

1 )松井祥子，高倉一恵，島木貴久子，佐野隆子，

酒井渉，北島勲.ムンプス抗体価の動

向.Campus Health 2013 ; 50 : 338-340. 

2)酒井渉，水野薫，原津さゆみ，立瀬剛志，

永崇史，富山大学医薬系学務グループ，松

井祥子，高倉一恵，四間丁千枝，島木貴久子，

島田尚佳，佐野隆子，北島 勲.修学サポー

トグループの有用性についての検討-学生支

援モデルとの関連から CampusHealth 

2013 ; 50 : 390. 

3)斎藤清二，八島不二彦，今井優子，宮脇利男，

西川友之，立浪勝，松井祥子，瀬尾友徳，

竹深みどり，酒井渉，彦坂伸一，野原美幸，

二上智恵子，原j畢さゆみ.富山大学における

自殺防止対策システム 自殺関連行動への介

入事例の質的分析. Campus Health 2013 ; 

50 : 510-512. 

4)八島不二彦，今井優子，斎藤清二，宮脇利男，

西川友之，立浪勝，松井祥子，瀬尾友徳，

竹津みどり，酒井渉，彦坂伸一，野原美幸，

二上智恵子，原j畢さゆみ.Campus Health 

2013 ; 50 : 507-509. 

5 )久保恵嗣，松井祥子. IgG4関連呼吸器疾患

に関する調査研究.厚生労働科学研究 難治

性疾患克服研究事業 rrgG4関連疾患に関す

る調査研究j第2回班会議;2013 Feb 23 ; 

京都.

6)松井祥子. COPDの診断と治療.富山県健康
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増進事業研究会;2013 Mar 5 ;富山.

7)松井祥子. IgG4関連疾患とその呼吸器病変

における話題.第16回勝原病肺疾患研究会;

2013 Feb16 ;仙台.

8)松井祥子 IgG4関連疾患包括診断基準の検

証~臓器腫大の定義~臨床の立場から(内

科).第 7回IgG4研究会;2013 Mar 2 ;岡山.

9)水島伊知郎，山田和徳，松永貴弘，鈴木康倫，

河村里佳，i賓野良子，藤井博，井上大，

山本元久，佐伯敬子，乳原善文，能登原憲司，

原田憲一，松井祥子，高橋裕樹，正木康史，

中沼安二，松村正巳川野充弘. IgG4関連

動脈周囲炎の臨床的特徴とステロイド治療に

伴う変化.第 7回IgG4研究会;2013 Mar 2 ; 

岡山.

10)松井祥子.職場の安全衛生について.富山大

学附属病院研修;2013 Apr 2 ;富山.

11)鈴木健介，津田岳志，徳井宏太郎，高千紘，

岡j畢成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，

三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，菓子井達彦，

松井祥子. EGFR遺伝子変異陰性非小細胞肺

癌に対するErlotinibによる二次治療以降の検

討.第35回富山肺癌研究会;2013 Apr 3 ;富

山.

12)平井忠和，村上純，大原一将，松井祥子，

城宝秀司，峯村正実.労作時息切れと下腿浮

腫を主訴とした70歳代女性.第13回日本内科

学会専門医部会北陸支部オープンカンファレ

ンス;2013Jun 9;富山.

13)松井祥子.生活のしかたと病気.青少年健康

づくり事業舟橋小学校;2013 Sept 4 ;富

山.

14)松井祥子.健康な肺をめざして~今できるこ

とは?~上市町健康教室; 2013 May14 ; 

富山.

15)松井祥子.タバコと健康.青少年健康づくり

事業早月中学校;2013 Jul 5 ;富山.

16)松井祥子.薬物と喫煙~その怖い因果関

係~芝圏中学校; 2013 Sept 18 ;富山.

17)松井祥子.たばこ・お酒・薬物の害と健康へ

の影響.青少年健康づくり事業 日中上野小

学校;2013 Nov 26 ;富山.

18)松井祥子. IgG4関連疾患と包括診断基準.

H25年度目臨技中部圏支部生物科学分析検

査研修会;2013 Oct 26 ;富山.

19)松井祥子.呼吸器領域におけるIgG4関連疾

患.第21回岡山臨床呼吸器研究会;2013 Jun 

28 ;岡山.

20)松井祥子. IgG4関連疾患の呼吸器病変につ

いて.第25回山口県呼吸器セミナー;2013 

Jun 20 ;山口.

21)松井祥子. IgG4関連疾患への誘い.第46回

チェストカンファレンス;2013 Jul 20 ;新潟.

22)佐野隆子.臨床心理士の仕事.金沢市立大徳

中学校 1年生;2013 Feb 7 ;金沢.

23)佐野隆子. PCGIP事例検討法を体験しよう.

金沢市立西南部中学校校内研修会;2013 

Aug 2;金沢.
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{学会報告1

支所長(併任)

内科医(准教授)

看護師

臨床心理士(非常勤)
精神保健福祉士(非常勤)
臨床心理士(非常勤)

高岡キャンパス

立浪 勝 MasaruTachinami 
中川圭子 KeikoNakagawa 
宮田留美 RumiMiyata 
柴野泰子 YasukoShibano 
橋本順子 Junko Hashimoto 
大浦暢子 NobukoOura 

中川圭子

1) Nakagawa K， Hirai T， Ohara K， Fukuda N， 

Numa S， Takashima S， Nozawa T， Kortaro 

T， Inoue H. : Body Mass Index and Long-

term Outcomes Including Bleeding Events 

in Patients with Nonvalvular Atrial 

Fibrillation. JCS2013-第77回日本循環器学

会学術集会， 2013， 3， 15-17，横浜.

【その他】

1 )中川圭子:自分で守る自分の健康.安全衛生

講習会， 2013， 2， 13，富山.
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